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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	中学校第３学年　　学級活動

	２　ねらい
	・希望する進路（進学・就職）を実現するために必要な準備

を行い、今後の課題を明らかにし、改善する。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・中学３年生の２学期になると、進路への関心が一層高まり、希望の実現に向けて努力をする時期である。一方で、思ったような学習や準備が進まず、不安になりがちな生徒もいる。一人一人のキャリア発達を促す上で、不安や悩みを解消しながら、準備を進めていけるよう個別の支援が大切である。各自が抱く不安や悩みを共通理解しながら、キャリアカウンセリングを行いたい。また、面接指導を通して、時と場に応じた言動ができるか、日ごろの生活と比較させながら行動の改善を促したい。



	主な学習活動
	時数

	・進路に向けて必要なことは何？
	１

	・自己ＰＲ書を書こう
	１

	「模擬面接をしよう」
(1)　自分や友達の模擬面接を通し、
自己表現の仕方についての基本的
な態度を見直す。
(2)　キャリア教育としての目標

「キャリアプランニング能力」

＜行動と改善＞
	１






模擬面接をしよう
１　学年、教科・領域　　　中学校第３学年　　学級活動
２　本時の目標
（１）自分や友達の模擬面接を通し、自己表現の仕方についての基本的な態度を見直す。
（２）「キャリアプランニング能力」＜行動と改善＞
３　準備　
· 面接のビデオ、面接評価シート

４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　模擬面接のビデオを視聴する。

２　模擬面接のやり方についての説

明を聞く。


	○模擬面接のポイントになることを説明しておく。

○声の大きさや、姿勢など基本的なことについて理解させる。

○グループ分けと役割分担の指示をする。

	３　本時の課題を把握する。　　　


４　面接試験でのロールプレイを行

う。

５　ロールプレイの様子で気付いた
ことの意見交換をする。

　・話し方が早口になっている。

　・表情が暗い、もっと笑顔で。

　・あわてず落ち着いた方がよい。
６　グループ内で面接練習をする。

(1) 面接官役、生徒役、評価者役の３役を交替で行う。評価者は感想を述べる。

　(2) 友達の模擬面接の内容を面接評価シートで評価する。
	○教師が生徒役のよい例、よくない例を意図的に演じ、その様子を観察させる。

○面接官役と評価者役を生徒に行わせる。
○面接で大切なポイントに気付かせる。

○机間指導をして、大切なポイントの助言をする。

○できるだけ友達のよい点を見付けるように助言する。

◎自己の個性や長所を適切に表現するには、いろいろな工夫をする必要があることに気付かせる。
○一人ずつ面接評価シートに記入するように指示する。

	７　模擬面接で気付いたことや感想
をまとめる。

８　教師の話を聞く。
	☆声の大きさや姿勢等基本的なことを意識して行動できたかどうか、面接評価シートや授業感想から判断する。
○授業での反省を生かし、面接指導会（教師が面接し評価する）につなげることを話す。








＜学級活動＞


キャリアカウンセリング


・進路希望に関して、個人面談を行う


・進路の準備で分からないことに助言をする








進路の決定








「自分の道を切り開こう」





面接試験のロールプレイ・模擬面接をしよう











＜学級活動＞


面接の練習


教師が面接官を行うことで、緊張感をもって最終的な面接指導を行う

















「生き方セミナー」


卒業生から学ぼう











＜道徳＞


2-(1)


礼儀の意義を理解し、時と場合に応じた適切な言動をとる








本実践





No.52








題材名








